
 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員会活動と教科係 
  

44 期生のみなさん、今日は校内組織図について説明します。 

生徒手帳にも載っていますが、昨年度末に少し変更がありま 

したので、こちらの方を参考にしてください。 

 まずは生徒会について説明します。築港中学校に入学すると 

自動的に『築港中学校生徒会』の一員になります。 

その生徒会の中から代表としていろいろな仕事をする人たち、それが生徒会役員と各委員会です。 

 

 
ですから、44 期生の 18 名の中から、生徒会の代表として… 

 

生徒会役員（１年学年代表）を１名、選挙管理委員を１名、委員長を男女１名ずつ 

体育委員を男女１名ずつ、安全風紀委員を１名、図書委員を１名、保健委員を男女１名ずつ 

 

合計 10 名の人に（選挙管理委員を兼任する場合は 9名）立候補してもらいます。 

「中学校に入って、いろいろな経験を積みたい！」そう考えているあなたは、ぜひ立候補を！ 

 

生徒会役員
会長１名、副会長２名、各学年代表３名

委員長

各クラス２名

体育委員

各クラス２名

安全風紀委員

１年は１名

図書委員

１年は１名

保健委員

各クラス２名

選挙管理委員

各クラス１名
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続いて教科係について説明します。中学校では教科ごとに先生が変わりますので、それぞれの 

教科に係を設けて、担当の先生からの連絡をみんなに伝える、等の仕事をしてもらいます。 

保健体育については体育委員の人に任せますので、 

国語・社会・数学・理科・英語・音楽・美術・技術・家庭 

の９つの教科係を決めてもらいます。44 期生は 18 名ですから各教科２名ずつです（ピッタリ！） 

委員会に入った人も、この教科係は兼任してもらいます。忙しいですがよろしくお願いいたします。 

どの教科係にしようかなあ？学校再開までに少しイメージしておいてください。 

 

著名人からのメッセージ 

 自粛が続きいろんな人がストレスをためているこの頃、みなさんは大丈夫ですか？ もちろん 

自粛をすることが大切だと分かりながらも、あの日常に戻りたいなあと切に思います。あの頃は 

「たまには家でゆっくりと休みたいなあ」なんて考えていたのに…皮肉なものですね。こんな時、 

芸能界やスポーツ界の著名人の方からのメッセージって心に響くものがありますよね。独断と偏見 

ですが、先生がグッときた著名人の方のメッセージを紹介します。 

 

              ・やるべきは自粛であり、休校であり、それらに対する徹底した国からの 

                      補償である。その補償に感謝して、コロナが落ち着いてからみんなで 

                      一生懸命働く。 

                     ・このメッセージを医師、看護師、世界中のすべての医療従事者に送る。 

                      私には言葉もない。ここ数週間、皆さんがどれだけ苦労しているか想像 

                      すらできない。私たちが健康で幸せでいられるのは皆さんの偉大な仕事 

                      のおかげです。 

  本田 圭佑 （やっぱり本田△！ ⇒本田三角形⇒本田さんカッケー⇒本田さん格好いい！） 

 

              ・大人は大きな出来事があると騒ぎ、過ぎればすぐに忘れてしまいます。 

                      でもみなさんには、一人ひとりの身に降りかかったことを覚えておいて 

                      ほしい。友達と会えない悲しみ、学校から解放された喜び、ドタバタする 

                      大人を見てうんざりした気持ち、医療現場などで必死に働く大人を見て 

                      すごいと思った気持ち。自分の言葉で友達や家族、大人たちに話して 

                      みてください。なぜならそれが、あなたたちが大人になった時、こんな 

                      騒動や危機を起こさない力になるからです。世の中を変える力になる 

    あさの あつこ     からです。 

               

              ・テレビでコロナを見ていたら、お母さんが「怖いね」といいました。 

                      お父さんが、去年見学した研究所のおじさんやお姉さんが頑張って 

                      やっつけてくれるから大丈夫だと教えてくれました。 

                      かっこいいと思いました。 がんばれ！ やっつけてください。 

                       

国立感染症研究所に届いたある子どもからのメッセージ 

 

 

 

 

 


